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オ
ス
プ
レ
イ
の
木
更
津
暫
定
配
備
の

撤
回
署
名

万
筆
を
防
衛
書
に
渡
す

24

木
更
津
に
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛
ん
で
き
た

ヘ
リ
の
比
で
な
い
ご
う
音
が
！
。

「
帰
れ
、
来
る
な
」
「
オ

ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い
」

の
声
が
響
く
。
轟
音
は

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
比
で

は
な
か
っ
た
。

み
る
み
る
大
き
く
な

り
、
木
更
津
駐
屯
地
に

機
体
を
消
し
た
。

み
、
総
額
は
３
６
０
０

億
円(

機)

に
も
の
ぼ

17

る
。
国
民
の
知
ら
な
い

う
ち
に
、
ト
ラ
ン
プ
と

安
倍
の
密
約
で
、
税
金

が
湯
水
の
ご
と
く
ア
メ

リ
カ
に
提
供
さ
れ
て
い

る
。木

更
津
駐
屯
地
の
対

岸
に
あ
る
内
港
北
公
園

の

時
過
ぎ
、
「
地
元

13
住
民
の
会
」
か
ら
案
内

が
あ
っ
た
。
「
昨
日
、

防
衛
省
に
出
向
き
、
24

万
筆
の
署
名
を
届
け

た
。
危
険
な
オ
ス
プ
レ

イ
は
い
ら
な
い
な
ど
を

申
し
入
れ
た
が
、
曖
昧

な
返
事
を
繰
り
返
す
だ

け
」
と
報
告
が
さ
れ
た
。

時

分
か
ら
は
集
会

15

45

を
開
き
、
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
新
社
会
党
、
共

産
党
、
社
民
党
か
ら
、

「
オ
ス
プ
レ
イ
来
る
な
」

の
ア
ピ
ー
ル
が
続
い
た
。

時

分
、
駐
屯
地

16

10

か
ら
北
北
東
方
面
よ
り

オ
ス
プ
レ
イ
が
姿
を
現

し
た
。
並
み
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
と
は
違
う
。

つ
い
に
木
更
津
に
危

険
な
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛

ん
で
き
た
。

防
衛
省
は
７
月
６
日

に
予
定
し
て
い
た
陸
上

自
衛
隊
の
輸
送
機
オ
ス

プ
レ
イ
の
木
更
津
駐
屯

地
へ
の
暫
定
配
備
が
、

作
業
を
担
う
米
側
の
天

候
不
良
の
判
断
で
、
米

軍
岩
国
基
地
か
ら
の
飛

行
が
２
度
中
止
に
な
っ

て
い
た
、

招
か
ざ
る
最
初
の
オ

ス
プ
レ
イ
１
機
が

日
10

の
午
後
、
木
更
津
に
飛

来
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
同
駐
屯

地
に
到
着
後
、
陸
自
へ
引

き
渡
さ
れ
、
暫
定
配
備
が

始
ま
る
。
２
機
目
以
降
は

(

全
機
で

機)

は
、
順
次

17

配
備
を
進
め
る
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
世
界
一

危
険
な
軍
用
機
、
こ
れ
ま

で
墜
落
事
故
な
ど
を
繰
り

返
し
て
き
た
。
木
更
津
駐

屯
地
で
は
、
米
軍
海
兵
隊

の
オ
ス
プ
レ
イ
も
定
期
点

検
を
受
け
入
れ
る
。

危
険
な
空
域
は
、
木
更

津
だ
け
で
な
く
、
首
都
圏

上
空
に
も
及
び
、
「
世
界
一

危
険
で
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ

イ
」
が
飛
ぶ

こ
と
に
な
る
。

オ
ス
プ
レ
イ

は
１
機
１
１

０
億
円
、
周

辺
整
備
費
等

も
加
え
る
と

倍
の
２
２
０

億
円
に
膨
ら

７
月
９
日

「
オ
ス
プ

レ
イ
来
る
な
・
い
ら
な

い
住
民
の
会
」
の
吉
田

会
長
ら

名
で
防
衛
省

13

を
訪
れ
、
「
暫
定
配
備
撤

回
」
の
要
望
書
を
提
出

し
た
。

当
日
は
、
青
木
愛
衆

議
院
議
員
を
は
じ
め
、

木
更
津
市
議
会
議
員
３

名
、
新
社
会
党
・
石
井

俊
雄
（
千
葉
県
本
部
委

員
長
）
も
出
席
し
た
。

反
対
署
名
は
、
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た

万
24

筆
で
、
一
括
に
し
て
渡

し
た

。

要
望
書
は
、
事
前
に

提
出
を
し
た
も
の
で
、

防
衛
省
の
事
務
官
が
口

頭
で
回
答
し
た
。
同
日
、

時
か
ら
は
、
千
葉
県

17庁
の
記
者
ク
ラ
ブ
で
、

同
趣
旨
の
内
容
で
記
者

会
見
を
し
た
。
千
葉
日

報
、
毎
日
新
聞
、
東
京

新
聞
な
ど
は
、
翌
日
の

朝
刊
に
会
見
内
容
を
を

掲
載
し
た
。

住
民
の
会
は
、
「
全
国

万
筆
の
反
対
署
名
を

24重
く
受
け
止
め
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
『
木
更
津
暫

定
配
備
』
を
撤
回
す
べ

き
」
と
声
明
を
明
ら
か

に
し
て
、
今
後
も
運
動

を
続
け
る
決
意
を
語
っ

た
。

撮影リムピース



７
月

日

時

分
、
京

10

18

30

葉
ユ
ニ
オ
ン
講
演
会(

船
橋

勤
労
セ
ン
タ
ー)
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
が
労
働
者
に
、

全
て
の
審
議
を
公
開
す
る
と
し

た
。
し
か
し
、
専
門
部
会
、
小

委
員
会
ま
で
波
及
し
な
い
恐
れ

が
あ
り
、
「
こ
れ
で
は
公
開
の

意
味
は
な
い
」
「
公
開
は
民
主

主
義
の
基
本
だ
」
な
ど
と
批
判

し
た
。

労
働
者
の
格
差
是
正
に
必
要

な
の
が
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

で
あ
る
。
こ
こ
数
年
続
い
て
き

た
３
％
水
準
の
引
き
上
げ
が
、

今
年
は
不
透
明
な
情
勢
に
な
っ

て
い
る
。

年

月
か
ら
の
加

19

10

重
最
賃
平
均
は
９
０
１
円
だ

が
、
最
高
の
東
京
１
０
１
３
円

と
最
低
の
鹿
児
島
７
８
７
円
と

の
差
は
、
２
２
６
円
も
あ
り
、

格
差
が
縮
ま
る
こ
と
は
な
い
。

資
本
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由

に
、
こ
ぞ
っ
て
解
雇
、
派
遣
切

り
、
賃
金
カ
ッ
ト
な
ど
、
労
働

者
を
路
頭
に
放
り
出
す
。

年
20

の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
も
、「
３

％
引
き
上
げ
は
無
理
」
「
今
年

は
据
え
置
き
も
あ
る
」
な
ど
の

言
及
を
続
け
る
。

労
働
者
は
時
給
１
０
０
０
円

以
下
で
は
生
活
が
で
き
な
い
。

年
収
２
０
０
万
以
下
の
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
で
は
、
生
命
と
権
利

の
保
障
は
さ
れ
な
い
。
最
賃
引

き
上
げ
で
、
労
働
者
の
団
結
を

広
め
た
い
。

コ
ロ
ナ
を
理
由
に
最
賃
凍
結
は
許
さ
な
い

生
き
る
権
利
は
、
最
賃
引
き
上
げ
か
ら

労
働
者
が
生
活
で
き
る
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
を
す
る
時
期
を
迎

え
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ユ
ニ

オ
ン
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
労

働
者
の
生
活
実
態
、
経
済
情
勢
な

ど
を
踏
ま
え
、
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
に
、
①
全
国
ど
こ
で
も
時
給

千
円
以
上
、
②
速
や
か
に
千
五

百
円
の
実
現
を
求
め
る
署
名
な

ど
の
提
出
と
交
渉
を
進
め
て
き

た
。厚

労
省
交
渉
で
強
調
し
た
の

は
、
①
地
方
最
賃
審
議
会
を
含

め
た
最
賃
審
議
の
公
開
を
求
め

る
。
②
最
賃
レ
ベ
ル
の
低
賃
金

で
働
く
非
正
規
労
働
者
・
移
住

労
働
者
が
コ
ロ
ナ
禍
で
解
雇
、

派
遣
切
り
に
あ
い
、
雇
用
と
住

ま
い
を
失
う
な
ど
の
悲
惨
な
実

態
を
訴
え
た
。

中
央
・
地
方
最
賃
審
議
会
は

を
持
っ
て
学
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
。
早
速
、
講
演
に
入

っ
た
。
コ
ロ
ナ
な
ど
の
災
害

で
、
被
害
に
真
っ
先
に
あ
う

の
が
、
外
国
人
労
働
者
、
非

正
規
労
働
者
だ
と
冒
頭
に
指

摘
し
た
。
事
例
報
告
で
は
、

タ
ク
シ
ー
６
０
０
人
の
一
斉

解
雇
事
件
報
告
が
さ
れ
た
。

一
方
で
解
雇
通
告
を
し
て
、

退
職
同
意
書
を
書
か
せ
る
な

ど
の
矛
盾
し
た
や
り
方
を
質

し
た
。
休
業
補
償
に
つ
い
て

は
、

％
補
償
や
雇
用
調
査

60

助
成
金
な
ど
、
な
か
な
か
支

給
さ
れ
な
い
事
例
な
ど
も
示

さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
資
本

主
義
の
矛
盾
が
露
呈
し

し
て
い
る
。
経
営
が
成
り

立
た
な
い
こ
と
で
簡
単
に

労
働
者
を
犠
牲
に
し
て
く

る
。
ユ
ニ
オ
ン
の
良
い
と

こ
ろ
は
、
「
労
組
を
あ
て
に

し
な
い
」
「
労
組
を
知
ら
な

い
」
「
労
組
を
味
方
と
思
わ

な
い
」
労
働
者
を
組
織
が

で
き
る
。
そ
れ
は
移
住
労

働
者
の
特
徴
で
も
あ
る
。

そ
ん
な
「
権
利
を
伝
え
」

る
こ
と
か
ら
結
び
つ
き
、

知
ら
な
い
労
働
者
と
権
利

を
学
び
繋
が
る
。
そ
れ
が

活
動
の
第
一
歩
と
思
う
。

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

分
90

の
講
演
を
終
え
た
。

特
に
非
正
規
労
働
者
、
移

住
労
働
者
等
に
与
え
る
影

響
と
実
態
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
。
講

師
は
、
移
住
労
働
者
、
非

正
規
労
働
者
の
救
済
を
手

掛
け
て
き
た
指
宿
昭
一
弁

護
士
。

指
宿
さ
ん
は
、
労
働
事
件

で
、
必
ず
と
い
っ
て
マ
ス

コ
ミ
報
道
で
コ
メ
ン
ト
を

発
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は
、
会
場
の
入
場
制
限

が
あ
り
、
困
難
も
あ
っ
た

が
、
こ
の
と
き
だ
か
ら
こ

そ
学
ぶ
こ
と
の
意
義
も
あ

る
。
講
演
会
は
、
共
同
代

表
の
金
澤
壽
さ
ん
の
挨
拶

で
始
ま
っ
た
。
「
京
葉
ユ
ニ

オ
ン
の
結
成
も
コ
ロ
ナ
禍

で
ギ
リ
ギ
リ
で
で
き
た
。

今
、
活
動
再
開
も
さ
れ
た

が
、
ご
存
知
の
よ
う
に
ま

た
、
陽
性
者
が
増
え
出
し

て
、
外
国
人
、
非
正
規
労

働
者
の
雇
用
危
機
が
あ
る
。

京
葉
ユ
ニ
オ
ン
は
労
働
運

動
の
再
生
の
課
題
を
持
っ

て
全
国
に
学
習
の
意
義
を

広
め
る
。
皆
さ
ん
も
課
題

京
葉
ユ
ニ
オ
ン
講
演
会

指
宿
弁
護
士
が

移
住
・
非
正
規
労
働
者
を
語
る


